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先きの報告 1)では,.Siegert21)による maSterequationをキュムラントの手法により

















つぎに,キュムラントに Bogoliubovassumption を適用 し,Bogoliubovのいうe展開,
1/V展開を行い,境界条件と因果律を導入することにより, 1次のキュムラントの満
す運動方程式としてVlasov方程式とBoltzmann方程式を得ることができる｡
N個の粒子から成る,体積 Ⅴの古典気体を考える｡ 小 空間における j一番 目の粒子
N
の座標 をⅩj-(qj,pj)とするo f(Ⅹ)…∑♂(Ⅹ-xi)で 1体分布を.く- > でj-1


















+ As..(Ⅹ,Ⅹ1,･･,ⅩS;t)i, S-1,2,-, (1 )
が得 られる｡
鎖方経式の解の中に 1次のキュムラン ト}lで完全に決まるものが含まれているとす


















後者は 1/- 開 (Ⅴ…吉)に相当するもので,Fs,Aはそれぞれ Eあるいは 1/- 展
開され,低次のものから次々にその汎関数形が定められる｡
E展開ではVlasov方程式
∂ ,,‥ ､ ∂◎(q;t) ∂ll(Ⅹ;t) p ∂}l(Ⅹ;t)
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LPW(t)- -iL礼 診W(t)- /dTL孔 e-iQLTQLLβW(t-T)
0
- iL礼 e-iQLTQW(0),
というよく知られたNon-Markoffな式となる｡
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